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（通巻第１４３６号）http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

第９１号指導資料 情報教育
－小，中，高，盲・聾・養護学校対象－

平成15年11月発行鹿児島県総合教育センター

児童生徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成
－実態調査を通して－

情報教育のねらいは情報活用能力を育成す

ることであり，情報活用能力は次の三つの観

点に整理されている。

１ 情報活用の実践力

２ 情報の科学的な理解
３ 情報社会に参画する態度

なお，この観点の詳細については，当セン

ター刊行の下記資料を参照してほしい。

［研究紀要 第10 1号］

［指導資料 第1402号］

情報活用能力の育成については，平成９年

10月，情報化の進展に対応した初等中等教育

における情報教育の推進等に関する調査研究

協力者会議において，「体系的な情報教育の

実施に向けて」の中で，小学校，中学校，高

等学校などの児童生徒の発達段階に応じて，

体系的に育成することの必要性が提言された。

しかしながら，具体的な実践内容や，どの

段階で情報活用能力を育成すべきかについて

は示されていないため，各学校での取組に差

がみられるなどの課題がある。

当センターでは，これらの課題の解決に向

けて実態調査を実施し，小学校，中学校，高

等学校段階における体系的な情報活用能力を

育成するための到達目標の作成に取り組んで

いるところである。なお，最終的には平成16

年度末に研究紀要で報告の予定である。

今年度は，次の内容で実態調査を実施した。

調査目的：小学校，中学校段階における情

報教育の現状把握

調査対象：県内の全公立小学校，中学校

調査項目：下記ＵＲＬ参照

http://www.edu-s.pref.kagoshima.jp/top.htm

調査時期：平成15年７月～８月

回答方法：インターネットを利用して回答

そこで，本稿では実態調査について，これ

まで分析，考察した内容を一部紹介する。

１ 情報活用能力の育成について

( ) 全体計画の必要性1

組織的に児童

生徒の情報活用

能力を育成する

ためには，学校

の教育目標と関

連付けた全体計

画が不可欠であるが「無い」と回答した,

学校が約半数ある。

小学校・中学校の全体計画作成状況

無
51%

有
49%

図１ 情報教育の全体計画

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/tyousa/tyosa-ken.htm#kiyou
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/er/edu-info/shido/h14/h1411/S01402.pdf
http://www.edu-s.pref.kagoshima.jp/top.htm
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小学校においては，ほとんどすべての教

科を学級担任が指導するため，児童がコン

ピュータや情報通信ネットワーク等を活用

する体験は，担任教員が情報教育に取り組

む姿勢によって格差を生じる恐れがある。

また，中学校においては，技術・家庭科

の「情報とコンピュータ」が必修となって

おり，生徒が学習した内容を他教科で生か

す場面を設定することにより，実際的・体

験的な学習が可能となる。しかしながら，

各教科や総合的な学習の時間の中で，教科

担任がそれぞれの考えで授業を行うことは，

共通した実践がなされず，情報教育に格差

を生じる恐れがある。

したがって「無い」と回答した約半数の,

学校は，早急に全体計画を作成する必要が

ある。

(2) 全体計画作成上の留意点

情報教育の全体計画の作成に当たっては，

学習指導要領の趣旨や学校の教育目標，他

学年との系統性などを踏まえ，学年または

学年部ごとの情報教育に関する目標をしっ

かりと設定する必要がある。

また，各教科や総合的な学習の時間等に

おいても意図的・計画的に情報教育の指導

内容を取り入れるように作成する必要があ

る。

なお，情報教育の全体計画の作成に当た

っては，下記の資料を参照してほしい。

各教科・領域等支援コーナー

情報教育 → 情報教育全体計画

２ 「情報活用の実践力」について

調べ学習等で，Ｗebページがよく利用さ

れている。必要な情報を主体的に収集して

創造・発信する実践力は，どの段階で到達

させるべきかという観点から，次の２項目

について述べる。

なお，図２～図５の「到達時点」とは，

それぞれの活動ができるようになってほし

いと考える校種・学年のことである。

図２ Ｗebページの閲覧

Ｗebページの閲覧については，小学校で

は小学校段階で到達すべきと回答したのは

約93％で，中学校では約65％であった。

このことから，大半の教師が小学校段階

からＷebページを閲覧できるようになるこ

とを期待していることが分かる。

小学校段階においては児童用の検索エン

ジンを活用させたり，教員がリンク集を作

成して利用させたり，簡単なキーワードを

用意したりすることが大切である。そうす

ることで情報手段にも慣れ，親しませる活

動につながるとともに，学習内容を深める

手段として活用させることができる。

つまり，小学校段階でＷebページを閲覧

到達時点
3.8%

2.7%

55.5%

23.5%

33.8%

38.9% 28.5%

4.5%

0.5%

0.6%

5.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学校の
回答結果

小学校の
回答結果

小学校・低学年
↓

小学校・中学年 小学校・高学年

未回答

←

未回答

←

高等学校

中学校

小学校・低学年
↓

中学校

小学校・中学年 小学校・高学年

高等学校

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/kari/jyoho/jyoho.htm#keikaku
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するという基本操作を修得させ，中学校段階

ではより一層キーワード検索を活用したり，

絞り込んで考えたりすることで，主体的に課

題を発見し探究する活動を活性化させたい。

このように，教師が児童生徒の発達段階に

応じてＷebページ閲覧の利用方法を工夫する

ことが，情報活用の実践力を高める指導につ

ながることになる。

図３ プレゼンテーションソフトを利用した発表

小学校では，小学校段階に約51％の教師が

プレゼンテーションソフトを利用できるよう

になって欲しいと考えているが，中学校では，

約65％の教師が中学校段階で利用できるよう

になって欲しいと回答している。

これらのことから，それぞれの校種の教師

がそれぞれの発達段階に応じたプレゼンテー

ションソフトの利用を望んでいることが分か

る。

小学校段階においては，簡易なプレゼンテ

ーションソフト等を利用して，情報を表現し

たり，発信させたりする基礎的な学習をする

ことが，中学校段階における学習の深化・定

着を図ることを可能にする。

中学校においては，機能性の高いプレゼン

テーションソフトを活用して，相手に分かり

やすい情報の表現や発信，情報の形式とレイ

到達時点4.3%

0.9%

15.8%

46.8%

64.7%

27.7%

12.2%

6.1%

15.2%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

●いずれも，小学校・低学年は，０％である。

小学校の
回答結果

中学校の
回答結果

小学校・中学年

小学校・中学年

小学校・高学年

小学校・高学年 中学校

中学校

↓

↓
高等学校

高等学校

↓

未回答

未回答

↓

アウト，音声や画像の入力方法等を習得さ

せることが，指導内容の充実と情報教育活

用の実践力を高める指導につながる。体系

的な情報教育の推進を図った取組が適切で

ある。

３ 「情報の科学的な理解」について

課題解決学習の充実を図る上で，コンピ

ュータを活用すると有効な場合がある。

どの段階でコンピュータを利用し，課題

解決学習に取り組ませるべきなのかという

観点から，次の項目について述べる。

図４ 適切なソフトの利用

小学校では，約37％の教師が中学校段階

で取り組ませることが適切であると考えて

いる。小学校段階で取り組ませるにしても，

大半の教師が高学年で取り組ませるのが望

ましいと考えている。

中学校では約58％，高等学校段階では約

24％と，約８割以上の教師が中学校段階以

上で取り組ませるべきであると考えている。

そこで，小学校段階においては，学習

活動に取り組ませる中で，その処理に必

要なソフトを活用して体験的に解決させ

ることで，情報手段の特性に気付かせた

り，その活用の仕方を身に付けさせたり

到達時点
0.6%

0.5%
1.4%

6.8%

13.0%

35.2%

57.5%

37.3%

23.7%

6.4%

13.7%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校の
回答結果

中学校の
回答結果

中学校

中学校

高等学校

小学校・高学年

小学校・中学年
小学校・高学年小学校・低学年

小学校・低学年

小学校・高学年

↓

↓

高等学校
↓

未回答

未回答
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することができると考える。解決法の類

型化とか，適切なソフトの選択といった

複雑な活動ではなく，適切なソフトの活

用を体験させることで，課題解決学習に

コンピュータの活用が有効であることを

実感させることができる。

中学校段階においては，技術・家庭科の

「情報とコンピュータ」との連関性を十分

に図り，活用可能なソフトの機能を学習さ

せたり，解決方法に応じて適切なソフトを

選択させたりするなど，各ソフトの用途や

目的を十分に理解させた上で解決に臨むこ

とができるように，指導の在り方を様々に

工夫する必要がある。

４ 「情報社会に参画する態度」について

情報化の進展による影響は，光の部分だ

けでなく，影の部分がある。影の部分への

対応として，どの段階で指導しておくべき

かの観点から，次の項目について述べる。

図５ コンピュータ等を利用した犯罪への対応

小学校では，小学校段階までに約65％の

教師がこれらのことを学習させるべきであ

ると考えている。

中学校では，小学校段階までに約50％の

1.5%

2.1%
6.2%

14.3%

49.6%

41.5%

22.1%

41.5%

6.7%

3.7%

8.9%

2.1%
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 到達時点

小学校の
回答結果

中学校の
回答結果

中学校

中学校小学校・高学年

小学校・高学年

小学校・低学年

小学校・低学年

小学校・中学年

小学校・中学年
高等学校

↓
未回答

高等学校
↓

未回答

←

←

教師が学習させるべきであると回答してい

る。このことから，コンピュータや携帯電

話を介した犯罪等については，少しでも早

い時期に学習させるべきであると考えてい

ることが分かる。

近年，インターネットや携帯電話の出会

い系サイトを利用した犯罪が急増している。

これらのサイトには，電子掲示板，チャッ

ト，メーリングリスト等が含まれる。これ

らは有益なツールであるが，逆に犯罪の温

床となっている場合もあることを認識させ，

適切な行動ができるように，小学校，中学

校を問わず，指導する必要がある。

５ 今後の取組について

アンケート結果については，下記資料を

参照してほしい。

各教科・領域支援コーナー

情報教育 → アンケート結果

情報教育は，発達段階に応じて各教科や

総合的な学習の時間等の中で，関連付けな

がら効果的に実践することが望ましい。

その実現のためには，各教科等で体系的

な情報教育に関する指導内容を検討し，指

導計画に位置付けて推進することが望まし

い。

【参考資料】

情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の推進な

どに関する調査研究協力者会議 『体系的な情報教育の実施に向

けて 第１次報告』平成９年 月10

文部科学省編『情報教育の実践と学校の情報化』 平 成 年６月14

（情報処理教育研修室）

http://www.edu-s.pref.kagoshima.jp/kekka.htm

